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 ３学期が始まりましたね。子どもたちも、４月には次の学年に上がります。新しい気持ちで、学校

生活をスタートさせたことでしょう。 

 研究所も、来年度に向けて、準備を始めています。昨年７月の学力向上委員会では、筑波大附

属小学校の青木伸生先生をお迎えして学習したことでした。今年度も、素晴らしい講師を・・・と考

え、今、連絡を取っているところです。決まりましたらＨＰ等でお知らせします。 

 

    

    

    

平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    海外研修報告会海外研修報告会海外研修報告会海外研修報告会    （（（（１２１２１２１２月月月月２０２０２０２０日日日日））））  

 大方中学校 谷教頭先生に、カナダと韓国の教育について研修した内容を発表していただきま

した。ほんの一部ですが内容をご紹介します。なお、この報告会の内容は、ＤＶＤがありますので

ご覧になりたい方は、研究所までご連絡ください。 
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新年新年新年新年    明明明明けましておめでとうございますけましておめでとうございますけましておめでとうございますけましておめでとうございます！！！！    

カナダ（Ｂｒｉｔｉｓｈ Ｃｏｌｏｍｂｉａ） 
・外国に行って、一人で食事が出来ない日本人・・・キャリア教育を推進する立場の教員にキャリア教育が

要るのでは・・・？ 

・１年（６歳）～７年（１２歳）が小学校、８年（１３歳）～１２年（１７歳）が中高等学校。将来の進路選択やよ

りよい生き方を見つけるために、特に１０年生（１５歳）を重要な学年と考えている。１１・１２年生（１６・１

７歳）は選択制。特に就職を希望する生徒向けのプログラムがあり、まるで専門学校のような授業をう

けることもできる。 

・「みんなの前で話す」ということを小さい時からやっている。（パブリック・スピーキング） 

韓国（順天女子中学校） 
・学校同士の交流をはじめて７年目になる。どうして韓国なのかというと、￥４２,２４０でイミグレーションと

４泊５日の海外旅行を経験させることができ、直接外国の子どもたちと触れ合うことができるし、子ども

にとってそれは素晴らしい経験になるからである。 

・教育のインフラが進んでいる。（全教室エアコン、黒板はモニターとホワイトボード、チョークは使っていな

い、先生はピンマイクをつけて授業等）順天女子中学校の年間教育予算は大方中学校の約１５倍。教

育が重要な国家戦略として位置づけられている。 

・高校２年生の時間割（登校７：５０ 下校２３：００） 

全体として 
・学ぶ動機→意欲→学力向上 

・学力向上のために必要なこと→言語活動・キャリア教育 

・意欲を育てるには心理的アプローチが必要（日本では高１が大切、将来を決める大事な学年） 

・「よりよく生きていくために、キャリアについて考えよう」・・・夢は叶う！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者参加者参加者参加者ののののアンケートアンケートアンケートアンケートよりよりよりより    
・県立中からのキャリア教育の話は大変素晴らしい内容でした。高校１年が人生で大切な時であ

り、その時にどのようなアドバイスや指導が、よいかを考えさせられました。谷先生の経験は

海外体験の方法など、これからみんなで共有することが大事であると思いました。もっと詳し

く話を聞きたいと思いました。 

・国をあげての教育への取組のちがいを感じました。中国では、小学１年から英語を学習してい

るし、韓国もすごいですね。教育課程のちがいから学力の差が出てくることは想像できます。

今後の日本が心配です。 

・キャリア教育の必要性を強く感じた。特に心理的アプローチをいかに高めていくかが、学力の

向上には欠かせない。これからは、この取組を強く進めていく必要性を実感した。 

・韓国の子どもたちが社会の目標を持って、努力していることがすごいと思いました。日本の経

済力だけでは後進国となる可能性があります。機器の導入が素晴らしいし、取組方が日本と異

なってきているようである。 

・世界からますますおいていかれるのではないかと、いや実際おいていかれている現実ですが、

そのしくみがわかりました。もしよければ、子どもたちにもわかる内容にしてもらって、小学

校で話をしてもらう機会等があれば、中学校への希望（未来へも）につながり、広がりがでて

くると思います。少ない人数の校長先生・教頭先生たちだけで聞くにはもったいない内容でし

た。もっとたくさんの、学級で実践をつまれている先生方に聞いて欲しいです。みんなで共有

したいお話ですね。是非その機会を作ってください。 

 

    

おおおお知知知知らせらせらせらせ    
 

・力だめしテストの提出、ありがとうございました。結果と活用については、第５回学力向上委員会で報告しま

す。 

・第５回学力向上委員会は１月２８日（金）１５：３０～１６：４５、保健福祉センター（２Ｆ 健康研修室）です。 

 内容は、「力だめしテストの結果と活用」「今年度の総括」「来年度へ向けて」です。準備物はいりません。 

 各校学力向上委員会委員の先生方、よろしくお願いします。 

    

演題：「“学ぶ意欲”につ

いて考える」～カナダ・韓

国訪問を通して～ 

 

１時間では足りないくら

い、興味深い内容の発

表でした。 


